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三菱重⼯が選択と集中にかじを切り始めた 主⼒造船所（⻑崎・⾹焼）を売却へ 
 
三菱重⼯が「選択と集中」とタイトルに記した。かつて⽶国の GE 社は、業界で１位２位以
外の事業を売却する決断をし、その業績を V 字回復させた。三菱重⼯もこれにならっての
英断とも読み取れるが、そうではないようだ。 
 
12 ⽉ 11 ⽇付の紙⾯の最下段には、「捻出した資⾦の⽤途として浮上するのはスペースジェ
ットの開発だ」とあるようにスペースジェットの開発計画の⼤きな遅れが三菱重⼯の経営
に⼤きく影を落としているようだ。スペースジェットに集中投⼊すれば将来のリターンが
⼤きいとみれば集中と先制、今までの投⼊資⾦をあきらめきれないとなればサンクコスト
を⽣き返らせるための必死の活動ということになる。 
 
三菱重⼯は、同社の将来を⼤きく左右する決断を、まさにいま下したことになる。その結果
はそんなに遠くない将来、おそらくは５年以内に現れるのではないだろうか。 
 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


